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研究成果の概要（和文）：本研究では、（1）文字に関する自発的な「問い」の内容の検討（2）子どもの「問
い」に対する他者の関わり方の検討（3）文字（主に平仮名）に関する「問い」の構想（4）平仮名学習場面にお
ける学習者の発話の検討（5）漢字の自己学習力育成に関する漢字教育論の検討を行った。　
文字に関する自発的な子どもの発話や他者との関わり方について検討を行うことによって、文字教育の構造を捉
えるための観点を導出し、文字を自ら読み書きするための能力発達の軸を加えて文字教育の在り方を検討してい
く必要があることを提示した。

研究成果の概要（英文）：To develop a method for children to learn about the function of characters, 
in this study, the following five points were examined: (1) Children's questions about characters, 
(2) How teachers and friends relate to children's questions， (3) Children's questions about 
Hiragana, (4) Children's remarks in hiragana learning, and (5) Kanji education theory on developing 
self-learning ability.
It is necessary to think about how to teach characters that children try to read and write hiragana 
and kanji by themselves. 

研究分野： 教科教育

キーワード： 文字教育　問い　自己学習力
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研究成果の学術的意義や社会的意義
現在、文字をどのように教えるのかという教授法についての研究の蓄積はあるが、文字を自ら読み書きするため
の力をどのように育成していくのかという視点からの研究は少ない。本研究は、読字・書字過程における文字に
関する自発的な子どもの発話や他者との関わり方に着目したことにより、文字習得を多面的に捉えるための視点
を見出せたこと、またその習得観に立って子どもたちが自らどのようにして文字を読み書きしようと試みるのか
という視点から文字教育について検討したところに意義がある。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景  
文字を読み書きする過程において、子どもたちは自ら読み書きできるようになるために試行

錯誤している。例えば、文字の書き方が分からない時には、他者に尋ねたり、身の回りから対
象文字（表記）を探したり、自分が書いた文字列を他者に読んでもらうことで、書きたかった
文字と同じかどうかをモニタリングしたりする。そして、外界からもたらされたものの受容の
仕方も一様ではなく、自分のニーズに応じて必要な情報を抽出し、自分の知識や技能に組み込
んでいる（長岡 2014）。しかし、外界への働きかけと受容の仕方を含めて、子どもたちがどの
ように自ら文字を読み書きしようとしているのかという視点から文字教育法について検討する
試みは十分に行われてはいない。そのため、文字をどのように教えるのかという教授法につい
ての研究の蓄積はあるが、文字を自ら読み書きするための力である文字の自己学習力をどのよ
うにして育成するのかという視点からの研究は少ない。特に、平仮名や片仮名、漢字を何文字
読めるのか、書けるのかといった点に目が向きやすく、現在は平仮名指導、漢字指導のように
文字の種類の枠に閉じた文字教育になっており、文字教育の全体像が捉えにくい状況にある。
そのため、学習者の学びが長期的に継続、発展するような文字教育の在り方について検討する
必要がある。 
 
２．研究の目的   
以上の課題意識に基づき、本研究では、読字・書字過程における文字に関する自発的な子ど

もの発話や他者との関わり方について検討を行い、文字習得を多面的に捉える視点を見出すと
ともに、文字の自己学習力育成につながる文字教育の構造を捉えるための観点を明らかにする
ことを目的とする。 
 
３．研究の方法 
まず、他者と関わりながら主体的に学ぶきっかけとしての「問い」に着目し、子どもの自発

的な問いかけの意味と内容について、先行研究（今井・村田 1999,今井 2003）に基づいて検討
を行う。次に、「接続期」に行う平仮名学習における「問い」の内容について、今井（2003）の
分類を土台とし、文字習得における子どもの気付き（柴崎 1987a・1987b、長岡 2010・2014）を
参考にしながら構想・設定する。そして、「問い」が生まれる場面と他者との関わりについて、
幼児のことばの発達研究や平仮名教育研究における事例を取り上げて検討を行う。なお、「問い」
は文字学習における子どもの素朴な疑問や問いかけ、指導者の問い（発問）や子どもへの問い
かけを指す語として用いる。 
以上の内容を踏まえ、文字教育の構造を捉えるための観点を設定する。小学校入門期におけ

る平仮名学習場面を観察し、そこでの発話や読み書きの実態を踏まえて再度構造を捉えるため
の観点について検討を行う【授業観察は、S 県内の小学校において 2018 年 5 月 15 日、5 月 29
日、6月 5日の 3日間（1単位時間×3日）行い、授業中における発話、読み書きの様子を記録
した】。また、それぞれの観点に関連する素材を収集、調査し、指導内容・方法について検討を
行う。 
 
４．研究成果 
（1）平仮名学習は、主に幼児期から児童期へと移行する「接続期」にあたる時期に行われる。
「接続期」について、お茶の水附属幼稚園・小学校・中学校／子ども発達教育研究センター
（2008）は、「人との関係や周囲の環境が大きく変化することに伴い、子どもたちの戸惑い・
不安・期待・緊張などを、教師が丁寧に受けとめ支えながら、教師や友だちとの豊かな関わり
を基盤に、主体的に学ぶ姿勢を育む時期」（p.29）と定義している。まずは、このように豊かな
関わりを基盤にした学習を展開していく必要がある時期に行われる平仮名学習における自発的
な学びについて検討を行った。 
今井和子（2003：26－34）は保育所における幼児の言葉を収集し、問いかけることの意味と

その内容について、「（1）わからないことを知ろうとする問いかけ」「（2）わかっていても聞い
てみたい質問」「（3）人とかかわりたい、会話をしたいための質問」「（4）不安や迷いを解消し
たいための質問」「（5）自分自身に問いかける言葉（内言）が発達していく過程における疑問の
言葉」の 5つに分類し、それぞれについて「何について問うているか」を指摘している。子ど
もたちが「問い」を発したときは、何についての「問い」なのかに加えて、何のためにその「問
い」を発しているのか、また問いかけをする相手との関わり方にも目を向ける必要がある。ま
た、他者に向けた問いかけだけでなく、自問自答を含めて「問い」を検討する必要があること
がみえてきた。これらの自発的な問いかけの意味を踏まえた上で、「（1）わからないことを知ろ
うとする問いかけ」に基づいて平仮名学習における「問い」の構想をした結果が、以下の表 1
である。この表は、文字習得における子どもの気付きに関する先行研究（柴崎 1987a・1987b、
今井 2000、長岡 2010・2014）を参考にして作成したものである。 
 
（2）次に、表１で示したような「問い」はどのような場面で生まれ、またその「問い」を契機
として他者とどのようにかかわり、それがどのような学びをもたらすのかについて検討を行っ
た。自発的な「問い」についての検討は、子どもの発話だけでなくそれに対する他者の言葉も
採録している大久保愛（1967）『幼児言語の発達』と野地潤家(1976)『幼児期の言語生活の実態



Ⅳ』を取り上げ、子どもの「問い」を抽出して「問い」の種類を確認した。その結果、幼児の
自発的な「問い」には、文字の読み方や書き方を尋ねる「問い」と、文字の意味を尋ねる「問
い」の二種類が確認できた（大久保 1967：166,256,261,野地 1976：407）。 

表 1 平仮名学習における「問い」の例 

これらの事例を見ると、絵
本を読んだり字合わせをし
たりするなど、他者のそばで
文字を読み書きする活動場
面において自発的な「問い」
が生まれていた。 
文字の書き方を問われた

場合の他者の応じ方をみる
と、例えば、濁点のついた文
字を教える際に「ふに点」「す
に点」のように文字の構成要
素を伝える場合や、実際に子
どもが書いたものをみて正
しいかどうかを伝える場合
（「そう。」）、実際に書いてみ
せる場合（「これ。」）があっ
た。これらの事例を含めて、
子どもたちの自発的な「問
い」が生まれる場面は実際に
読み書きする活動場面であ
り、他者とのかかわりをもと
める際には、ある程度相手の
反応を予想（期待）しながら
発言していることがみてと
れた。また、実際に書いてい
るところを見てもらうこと
によって、自らの書き方を確
認しながら（認められている
安心感を伴いながら）、自ら
読み書きの方法を学んでい
ることがみえてきた。 
 子どもの「問い」にどうこ
たえていくのかという点に
ついては、発達段階を考慮す
ると、言語学的な回答や意味

づけをしていくというよりは、物語的な回答や意味づけをすることによって平仮名に対する見
方が拡がっていく場合もあると考える。例えば、（ⅴ）「小さな「っ」は音が（聞こえ）ないの
に文字って言えるの？」という「問い」は、文字は発音と直接結びついているわけではないと
いうことを追究していく方法もあるが、ステファノ・フォン・ロー(文)/トルステン・クロケン
ブリンク(絵)(2008)のように、「っ」がない世界ではどのようなことが起こるのかということを
物語として提示して考えていく方法もある。いずれにしてもどのような意図でその「問い」が
生まれているのかを考慮し、子ども自身が意味づけられるようにしていくことが重要である。 
 
（3）以上みてきた文字に関する「問い」と、湊吉正（2011：35）「言語の諸相の概観」を参考
にして、文字教育の構造を捉えるための観点として、まずは以下の①～④の４点を設定した。 
①〔言語生活における文字の運用〕文字の読み方・書き方、姿勢や動き 
②〔文字体系〕文字の定義、文字の構造、書字（表記）法 
③〔文字文化の伝承と創造〕文字の起源（歴史）、その他 
④〔文字の機能〕文字の機能、読み書きの動機（理由）＊ 
（＊読み書きの動機（理由）については、実用場面に即した動機だけでなく、文字文化に関す
る知の発見や創造の面白さ、文字体系（定義、構造、慣習的な表記法等）についての発見、文
字の機能を用いることへの興味・関心等、全ての項目に関連する。） 
これらの観点を念頭に置きながら、小学校国語科授業における文字学習場面において、学習

者がどのように文字を読み書きしているのかを観察した。作文場面においては、表記ルールや
文字の書き方に対する質問が発話の中心となっており、分からない文字については見せ合った
り教え合ったりする姿が見られた。また、平仮名一字を取り上げた授業場面では、文字の特徴
（文字を書くときのコツ・注意点を含む）を自分なりの言い方で表現したり、自分や他者の書
いた文字について評価したりする姿が見られた。これらのことから、文字教育の構造を捉える

内容 「問い」の例 

(ⅰ)読み方、書
き方 

・この文字はどう読むの？ 
・「む」ってどう書くの？ 
・「な」って「はな」さんの「な」？(～さん
の名前にある字？) 
・「あり」の「あ」と「あさがお」の「あ」は
同じ？ 

(ⅱ) 文字の機
能 

・この文字は何(どこ)に使われているの？ 
・文字が読める（書ける）とどんないいこと
があるの？ 
・どういう時に読んだり書いたりするの？ 

(ⅲ)読み書きの
動機(理由)  

・なんで書いてる(読んでる)の？ 
・なぜ書かなければ(読まなければ)いけない
の？ 

(ⅳ)文字の起源
(歴史)  

・平仮名はどうやってできたの？ 
・平仮名はいつ作られたの？ 

(ⅴ)文字の定義 ・文字って何？ 
・小さな「っ」は音が（聞こえ）ないのに文
字って言えるの？ 
・「あかいはな」って黒で書いてもいいの？ 

(ⅵ)文字の構造 
 

・「さ」と似ている文字は？ 
・「あ」と「あ」は同じ？ 
（五十音図を見て） 
・「ん」って仲間はずれなの？ 
・「ぬ」と「め」は似てるのになんで違う行や
段にあるの？ 

(ⅶ)書字(表記)
法 

・/ももたろー/ってなんで「ももたろお」じ
ゃなくて「ももたろう」って書くの？ 

(ⅷ)読み書きす
る時の姿勢や動
き 

・どうやったら読み(書き)やすくなるの？ 
・ぐるぐる線は、「の」を書くときと似てるの
かな？ 

(ⅸ)その他 何かに見立てる問い 
・(ありの行列を見て)これ「く」に見えない？ 



ための観点として、学習者はどのようにして文字を読み書きする主体になっていくのかという
視点も組み込む必要があると考える。これは、柴崎正行（1987a：137－138）が、「精神発達的
要因」として「第一段階 文字に対して基本的信頼感を持つ段階」「第二段階 文字を自立的に
使用する段階」「第三段階 自主的に文字を覚えていく段階」「第四段階 文字を実際に使用す
る段階」を設定し、「正しく読み書きできるようになりたいという自覚を持っている」（p.138）
状態へと成長していく過程を捉えようとしたことと繋がるものである。また、漢字教育研究に
おいて、田中久直（1958）が「入門期」から「主体的習得期」へと発展していく「能力発達の
段階に即した系統化」を構想したこととも関連する。いずれも、子どもたちがどのように自ら
文字を読み書きするようになっていくのか、そのためにどのような教育が必要なのかという視
点から文字教育について考えているという点において共通している。 
以上のことから、①～④の観点に加えて、⑤文字を自ら読み書きするための能力発達の観点

を設定し、学習者は①～④のどの側面にどのようにアプローチするのか、また自分や他者の文
字をどのように評価し、どのように学んでいくのかという側面からも文字教育の在り方を検討
していく必要があると考える。 
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